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◼ 情報通信機器を用いた診療について 

当院では、「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（厚生労働省）を遵守し、オンライン診療を

実施しています。情報通信機器を用いた診療の初診の場合、向精神薬を処方しておりません。 

 

◼ かかりつけ医機能に関して 

当院は、かかりつけ医として以下の取り組みを行っております。 

 他の医療機関の受診状況および処方内容を把握し、必要な服薬管理を行うこと 

 専門医師又は専門医療機関への紹介を行うこと 

 健康診断の結果等の健康管理に係る相談に応じること  

 保健・福祉サービスに関する相談に応じること  

 診療時間外を含む、緊急時の対応方法等に係る情報提供を行うこと 

 医療機能情報提供制度を利用してかかりつけ医機能を有する医療機関等の地域の医療機関を

検索できること 

 

◼ 医療情報取得加算について 

当院はオンライン資格確認を行う体制を有し、質の高い診療を実施するための十分な情報（薬剤情

報、特定健診情報その他必要な情報）を取得・活用して診療を行っております。 

 

◼ 医療ＤＸ推進体制整備加算について 

 当院では、医師等が診察室において、オンライン資格確認システムを通じて取得した診療情報を

活用し、診療を実施しています。 

 当院はマイナ保険証を促進する等、医療ＤＸを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組んで

います。 

 

◼ 一般名処方について 

当院では、後発医薬品（ジェネリック薬品）の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた

取り組みをおこなっております。取り組みの一環として、後発医薬品がある場合は一般名処方を実施

しています。一般名処方により、必要な医薬品を提供しやすくなります。 

※一般名処方とは、「商品名」ではなく「有効成分」を処方箋に記載することです。このことにより、供給

不足の薬であっても、同じ有効成分の薬を提供しやすくなります。 
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◼ 入院基本料に関する事項 

当院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

 

◼ 入院診療計画、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制、意思決定支

援及び身体的拘束最小化について 

当院では、入院の際に医師をはじめとする関係職員が協働して、患者さまに関する診療計画を策

定し、7 日以内に文書によりお渡ししております。また、厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医

療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制、意思決定支援及び身体的拘束最小化の基準を満た

しております。 

 

◼ 当病棟は、療養病棟入院基本料１および地域包括ケア入院医療管理料１の届出を行っております。  

１日に 11 人以上の看護職員（看護師・准看護師）が勤務しています。なお、時間帯毎の配置は次のと

おりです。 

 ８時３０分～１６時３０分 看護職員１人当たりの受け持ち数は６人以内 

 １６時３０分～８時３０分 看護職員１人当たりの受け持ち数は２２人以内 

 

◼ 食事サービスに関する事項 

1. 入院時食事療養費 

当院は管理栄養士により、患者様の疾病・病状・年齢等に適切な栄養量及び内容の食事療養

を行っております。 

2. 特別管理給食 

当院は厚生労働大臣が定める基準による特別管理給食を提供しており、管理栄養士によって

管理された給食が、適時（夕食は 18時以降）・適温で提供されます。 

3. 治療食の提供 

療養患者様の病状・疾病に基づき治療食（減塩食・腎臓病食・糖尿病食など）を提供していま

す。 

4. 負担額について 

➢ 一般（市民税課税世帯）の方 １食：510円 

➢ 市民非課税世帯の方 １食：240円 

➢ 入院期間 90日を超える方 １食：190円 

➢ 70歳以上で所得が一定基準以下（低所得者Ⅰ） １食：110円 

※負担額を減額するためには、減額認定証の提示が必要です。 
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◼ 在宅医療情報連携加算について 

当院は、以下の関係事業所と医療介護専門システム MCS（メディカルケアステーション）を用いて

診療情報等を共有しています。 

主な連携事業所（順不同） 

 ソフィアメディ訪問看護ステーション岐阜 

 ナーシングホームベルデ岐阜西 

 訪問看護ステーション ひまわり 

 六条 SAKURA訪問看護ステーション 

 ライフネット ナーシング折立 

 訪問看護ステーション すずらん 

 サンライズケアステーション 

 あるてあ訪問看護ステーション 

 訪問看護ステーション せせらぎ 

 ナーシングホーム悠ライフ六条 

 だんらん岐阜 北一色 

 ぎなんガーデンパレス弐番館 

 日建ヘルスメディカル岐阜南 

 

◼ 協力対象施設入所者入院加算について 

介護保険施設等の協力医療機関として、平時からの連携体制を構築するために月１回の頻度でカ

ンファレンスを実施しています。当該介護保険施設の求めに応じて診察、入院できる体制を確保して

います。連携体制を構築している施設は次のとおりです。 

 介護老人福祉施設 ジョイフル岐阜駅 

 介護付有料老人ホーム ジョイフル岐阜駅 

 介護付有料老人ホーム ジョイフル岐阜駅Ⅱ 

 介護付有料老人ホーム ジョイフル岐阜駅Ⅲ 

 

◼ 診療明細書の発行について 

医療の透明化や患者さまへの情報提供を推進していく観点から、領収書の発行の際に、個別の診

療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行しております。また、公費負担医療の受給者で医療

費の自己負担のない方についても、明細書を無料で発行いたします。発行を希望される方は、会計窓

口にてその旨お申し付けください。 

明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点ご理

解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合、その代理の方への発行を含め、明細書の発行を

希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出ください。  



厚生労働大臣の定める掲示事項 

2025年 8月 1日 

 

◼ 保険外負担に関する事項について 

当院は、各種証明書・診断書等について実費のご負担をお願いしております。 

 

文書名 費用（税込） 

一般診断書 

病院書式、簡易なもの、（警察提出用）交通事故診断書 

＊英語記載・・・１1,000円 

３,３00円 

＜生命保険関係＞診断書（各種計測を必要としないもの） ５,５00円 

＜生命保険関係＞診断書（各種計測を必要とするもの） 11,000円 

＜生命保険関係＞死亡診断書 11,000円 

＜生命保険関係＞入院・手術証明書 ５,５00円 

特定疾患 臨床調査個人票 16,500円 

身体障害者診断書・意見書 16,500円 

＜施設入所時＞健康診断 

血液型、HBｓ抗原、ＨＣＶ抗体、梅毒（ＴＰＨＡ、ＲＰＲ）、ＭＲＳＡを含む 

２２,000円 

おむつ使用証明書 2,200円 

検案料 33,000円 

開示手数料（1申請につき） 3,300円 

 

◼ 特別の療養環境の提供に関する事項 

病床個室：22床 

 

【1人部屋】 

➢ 5,500円 7室 

(201・202・203・205・206・216・217) 

➢ 3,000円 9室 

(211・212・213・215・223・225・220・221・222) 

 

【2人部屋】 

➢ 2,000円 3室 

(208・210・230)  
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◼ 感染対策向上加算３・連携強化加算・サーベイランス強化加算について 

 専任の院内感染管理者を配置し、感染予防・抗菌薬適正使用についてのマニュアルを作成し、

職員に院内感染防止対策に関する研修を実施しています。 

 少なくとも年 2回程度、感染対策向上加算 1に係る届出を行った医療機関または岐阜市医師会

が定期的に主催する院内感染対策に関するカンファレンスに参加、また、少なくとも年 1 回程度、

感染対策向上加算 1 に係る届出を行った医療機関または岐阜市医師会が主催する新興感染症

の発生等を想定した訓練に参加しています。 

 新興感染症の発生時などに都道府県等の要請を受けて発熱患者の外来診療等を実施する体制

を有し、そのことを自治体ホームページで公開しています。 

 感染対策向上加算 1 を算定する他の医療機関に、定期的に感染症の発生状況等について報告

を行っています。 

 

◼ 相談体制について 

 相談受付 

1階の受付窓口へお声がけください。担当者へお取次ぎいたします。 

 お電話の場合 

058-338-5006 

 対応時間 

月～金 9:00～17:00 

 相談内容と担当者 

・ 苦情・相談・ご要望・ご意見    →患者相談窓口担当者 

・ 入院医療費・外来医療費     →入院・外来窓口担当者 

・ 医療安全や感染対策に関すること→医療安全担当者 

 ご意見箱 

1階待合室に設置 

 入退院支援加算 

当病棟には専任の看護師が 1名在籍しており、患者さまが安心して退院し、住み慣れた地域で早

期に療養・生活を継続できるよう支援を行っています。入院の早い段階から、退院が困難となる

要因を抱える患者さまを抽出し、適切な退院支援を提供しています。 


